
















Japanese Electronics Industry on the Wane:  
Is There a Way to Pull it out of the Fire?  


















































 ちなみに、2012 年 3 月期において日本の 3 大家電メーカーであるソニー、パナソ
ニック、シャープは実に通期決算で合計1兆6000億円という大赤字を計上している。
もはや日本のエレクトロニクス企業は世界の主役ではないのである（週刊ダイヤモン
ド、20012 年 6 月 9 日号）。同誌によれば、日本のエレクトロニクス企業は、デジタ
ル時代のものづくり、インターネット時代の儲けの仕組みにうまくシフトすることが
できなかった。その結果、2000年からの12年間の時価総額は、例えば米アップルは
























































 ① 技術と生産が支配しマーケティングを軽視した 
 ② エンジニアがNIH症候群に陥ってしまった 
 ③ 日本企業はデジタル化に力を入れたが、IT革命に乗り切れなかった 
 ④ 日本企業は参入分野が多すぎて、資源が分散した 







 ⑧ 日本は豊かになりハングリー精神を失った 
 ⑨ イノベーションを継続できる環境ではなくなった 














 (1) サムスン電子の現況と日本企業 
 サムスン電子は、デジタル製品の研究・開発・製造において歴史的な躍進を成し遂
げ、2012年度には半導体、LCD、モニター、携帯電話など13の製品において世界シ
















 ① トップの経営戦略における明確なメッセージ：4 大主力事業（TV、携帯電話、




 ② 軸のぶれないマーケティング戦略：例えば、スポーツ・マーケティング 
































































































 ② 高成長分野で圧倒的なシェアを獲得すること 
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